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研究成果の概要（和文）： 

中東の紛争では、中東の内外からの外部勢力の介入が紛争の長期化をもたらす実態が明ら

かになった。また、紛争防止策として、①国家再建時にすべての勢力をそのプロセスに包

含すること、②イスラーム社会組織が果たす社会サービスの分配機能への着目、③難民や

避難民の保護と共生のしくみを域内で構築すること、④民主化への移行期は、治安・雇用

の創出・市民社会の政治参加への拡大などの課題への舵取りが紛争の再燃防止になること、

などが挙げられる。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This research project clarified how external powers both inside and outside the Middle 

East could often prolong conflicts.  The following points should be incorporated in the 

policy makings: first, all stakeholders should be included in the reconstruction and 

reconciliation processes; second, particular attention should be paid to the role of 

Islamic organizations in providing social services; third, an improved protection regime 

of refugees and displaced persons should be constructed in the region; fourth, how to 

balance out the needs of people in the stability, security, employment, and their 

participation in politics is a key for preventing the recurrence of conflicts.   
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１．研究開始当初の背景 

中東の紛争は長期にわたるものが多い。また、
中東地域の安定化は国際経済にも大きく影
響する。従来の研究は、中東への外部勢力の
紛争への軍事的介入による問題性に注視し
た研究が多いが、社会・人間開発アプローチ、
市民社会の役割、域内協力による紛争緩和や
再発防止策を検討する必要性がある。 

 

２．研究の目的 

本研究は、紛争後いかに国家再建を行うか、
それに対してどのような復興支援をすべき
か、紛争の火種となる要因をいかに緩和する
かという課題に対し、中東における紛争防止
システムの構築の可能性を模索する。そのた
めに、3 つの研究領域を設定する。①紛争後
社会において紛争の再燃を防止するために
はどのような国家再建が必要か、②中東にお
ける地域的協力による紛争緩和、③ペルシャ
湾の安定化、の３つである。 

 

３．研究の方法 

3 つの課題領域ごとに研究班を構成し、各班
の担当者が、事前調査及び本格調査を中東の
各担当地域で実施し、その成果を研究会、講
演会、国際シンポジウムなどを通じて発表し
た。また成果は、研究論文、図書、国際会議
プロシーディングなどの形で公開した。 
（１） 主たる講演会（海外からの招聘者に

よる国内実施の講演会・研究会） 
2010 年度 
① アフガニスタンのカルザイ大統領の講

演会〔同志社大学 2010 年 6 月 7 日〕、 

② Mohammado Daraghmeh, Khaled 

Hroub, “Palestine Question : Current 

Issues and Challenges" 国際会議(同志社

大学 2010 年 10 月 16 日) 

③ Seyed KMuhammad Kazem 

Sajjadpour, Mahmood Sariolghalam 

“Peace and Security in the Middle East 

and Regional Cooperation : From Iran's 

Perspective" 国際会議（同志社大学 11 月

26 日) 

④ Norman Cook “Conflict Mitigation in 

the Middle East from the Perspectives of 

Lebanon, Jordan, and Palestine” 研究会 

（同志社大学 11 月 5 日） 

2011 年度 

① Azzam Tamimi, Walid Mahmood 

Abdelnaser “Arab’s Spring and 

Democracy in the Middle East: The 

Role of Islamic Forces”講演会・研究会
（同志社大学 7 月 25 日 ） 

② Malalai Joya “Realities and 

Challenges in Democratization of 

Afghanistan: Views from Women’s 

Percpective”(同志社大学 10 月 22 日) 

③ Yoichiro Ishihara “Aid Effectiveness 

in Fragile and Conflict Countries 

-Afghanistan Case Study” (同志社大学 12

月 8 日) 

④ 中西久枝「「なぜ今イランなのかーアラ

ブの春とイラン・米国」講演会（同志社大

学 2013年1月28日）・ 

 

2012 年度  

① AbouMuhammad Asgarkhkan 

“Iran’s Domestic Governance and 

Nuclear Development” 国際会議（5 月

26 日） 

 

（２） 最終年度（2012 年度）の成果の公開として

の国際会議の実施 

① 報告者：中西久枝、末近、伊勢崎、中村、 

 

② “Peace and Security in the Middle 

East: alternative Ways to 

Democratizaation”国際シンポジウム 

報告者：中西久枝、立山良司、Norman Cook, 

Nursin Guney, Peter Wagner 

(2013 年 2 月 16 日 同志社大学) 

 
４．研究成果 
各分担者は、それぞれの専門分野についての
研究成果を、国際会議での発表、図書、論文
の形で発表した。また、班別では、国家再建
班は、アフガニスタンの国家再建がパキスタ
ン、カシミールなどの周辺地域のセキュリテ
ィの問題に大きく関わっていることを明ら
かにした。さらに、パレスチナ問題では、特
にイスラエルとハマスなどパレスチナの
人々の一定の支持を得ている組織に対する
政策転換の必要性が、紛争緩和に不可欠であ
ることを実証した。地域的協力に関する班は、
中東域内のパレスチナ難民の保護・帰還問題
を域内で取り組むこと、イスラームＮＧＯ組
織の社会的サービスの提供がもたらすプラ
ス面を再評価する必然性などを明らかにし
た。またＥＵ，ＡＵなどの紛争緩和の枠組み
は中東地域での地域協力体制に選択的にで
も取りこまれる意義が明示された。ペルシャ
湾の安定化については、イランの核開発問題
がシリア情勢など中東での長期化しつつあ
る紛争とリンクしている実態、湾岸地域にお
いてオムニバランシング論を適用すること
の意義と限界などを明らかにした。総じて、
紛争防止と紛争緩和策に必要な条件と要因
が具体的に提示された。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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